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論文内容の要旨
1964年、ハムスター由来の Actinomyces viscosus (ATCC 15987) をハムスターや無菌ラットに
感染させると歯肉の炎症および、歯槽骨の吸収が起こることがJordan らにより報告きれて以来実験
的向周病の原因菌としてactinomycetes が注目きれるようになった。最近では、人の歯垢から分離さ




究の第一歩として、上述のATCC 15987(以下 R株)、 ATCC 19246(H 株)および、ATCC 12104( N 
株)に加えて A. bovis, ATCC 13683(B株)、および、 A. odontolyticus, NCTC 9931 (0 株)を供試菌
とした。培養菌体をまず横川博士らによって開発された Streptomyces globisporus 酵素で処理(出
発菌体の80-87% を可溶)し、ついでその残j査を Triton X-100ついでSDS で処理し、可能な限り可
溶化して抗原分析するとともに、酵素処理で溶解した菌体抗原で感作したタンニン酸処理羊赤血球を
用いる受身感作血球凝集反応を利用して、 1 -12歳の幼児および学童計36名、 18歳以上の成人76名よ
り採取した血清についてしらべ、次の結果をえた。
1 )homolobous なウサギ免疫血清とのゲル内沈降反応をしらべた結果 R 、 H およびN株の酵素的溶
解画分には各少なくとも 4 、 4 および 5 種類、 B 株では 2 、 O 株では 3 種類の抗原が含まれているこ
とがわかった。 TritonおよびSDS溶解画分に含まれる抗原は B 株のTriton溶解画分を除き、すべて
酵素的溶解画分に含まれていた。 B 株では酵素的溶解画分に 2 種類 Triton 溶解画分に別の 1
種の抗原が含まれていた。
2) R株の抗原のうち 2 種類のものはプロナーゼ処理および100 0C で20分間の加熱により抗原性を失
-130-
い、 H およびN株の抗原はすべて100 0C 20分間の加熱に耐えるがそれぞれ 2 および 1 種類の抗原がプ
ロナーゼ消化で破壊されることが示きれた。
3)一方、 heterologous な抗血清との聞のゲル内沈降反応によって各菌株の抗原の関係を調べたと
ろ R 、 H およびN株との聞には 1 - 2 種類の共通抗原の存在するが、これら 3 株と B およびO株の聞
には交叉反応はなかった。











7)成人の血清について、 3 株の抗原で感作した血球に対する凝集素価と periodontal index との関
係を調べたが、いずれにも有意の相関は認められなかった。また 3 菌株で感作した血球に対する凝集





問題は供試した R 、 H 、 N 株の菌体に、ゲル内沈降反応、の結果が示すように多種類の抗原が存在し、
そのあるものは 3 株あるいは 2 株に共通していることおよびタンニン酸処理血球凝集反応に与るのは
その一部であることである。現在のところ人血清中の抗体がどの菌株に含まれるどの抗原に対して作
られたものか云々することはできない。しかし 細胞壁溶解酵素を用いて溶解した抗原を分画するこ
とを試みた実験の結果は、このような研究を押し進めることによって 人の歯周病における actinom­
ycetes の病因的役割を免疫応答の面からより詳細に検討することが可能になるであろうことを示すもの
と考えた L 、。
論文の審査結果の要旨
ある種のアクチノミセスが実験動物に歯周病を起こすことが報告されているが、これらの菌のヒト
における病因的役割は明らかでない。内田君は細胞壁溶解酵素およびデタージェントを利用する新し
い方法によって供試 5 菌株の抗原物質をできるだけ余すところなく可溶した後、詳細な抗原分析を行
なった。また各菌株に特異な、あるいは共通な抗原のあるものを分離することに成功した。さらに可
溶化した抗原で感作した赤血球を用いて、動物に歯周病を起こすアクチノミセスに対する抗体がヒト
の血清中に高率に、しかも幼児期から検出されることを示した。
この研究ではヒトの歯周病におけるアクチノミセスの病図的役割を直接示す証拠は得られなかった
が、内田君の研究によりヒトの歯周病のホ病原体か候補のーっと考えられるアクチノミセスの意義を
探究するに当って役立つ、多くの重要な知見がもたらされた。すなわちこの論文は歯学博士の学位請
求論文に十分値すると認める。
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